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１. はじめに

　本工事は、最上川水系地すべり対策事業の一環として、月山地区（志津）地すべり防止区域におい

て、集水井工等を施工する工事です。

施工箇所は、活動的な地すべり(図-１)が広く分布している事と、現場照査において多数の小池(汚泥

堆積)が確認される事から、｢高い地下水位箇所での作業に対する安全確保｣が無災害完成を目指す重要

ポイントになる。

２. 工事概要

： 月山地すべり志津地区第４号集水井工事

： 山形県西村山郡西川町大字志津 地内

自　平成２４年　３月３０日

至　平成２４年１２月１８日

： 地下水排除工 1式

図-１　地すべり位置

　地すべり防止区域の安全対策について　

工 事 名

工事場所

工事内容

工  期 ：

道路土工 1式

法面工 1式

排水井構造物工 1式

仮設工 1式

３. 地すべり区域に対する安全対策(ソフト面）

　１.)自動監視システムの活用

工事の安全を確保することを目的に、地すべり，斜面崩壊，土石流等の自然災害が懸念される箇所の

現地調査を行い、｢計器の位置｣の選定及び｢緊急時退避場所マップ｣の作成をおこなう。

現地踏査において、下記の結果が得られた。

・工事用道路は、地すべり頭部滑落崖を通過する。この付近は集水地形となっており、湧水が多く緩

　んでいる。

・工事用道路の側面には小池及び湧水が多数確認される。

・集水井背面には地すべりブロック頭部滑落崖が分布する。滑落崖には比較的新しい滑落地と階段状

　の形状が確認される事と、崖下には小池が位置する。

・集水井施工箇所は、沢に挟まれた微高地となっている。

以上の事より、｢計器の位置｣は、地すべりの安全の確保する目的として、図-２の場所に傾斜センサー
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及び地盤伸縮計を設置すると共に、ゲリラ豪雨に備えて現地に雨量計を設置して、工事期間中の安全

監視を行いました。

各センサーは、現場安全基準を超えると現場内に設置した回転灯とサイレンが作動すると同時に、現

場担当者(現場代理人,監理技術者,各主任技術者)の携帯電話にメール連絡が入ります。また、観測デ

ータはリアルタイムにインターネットにて確認出来ます。

踏査平面図 図-２ 設置位置
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｢緊急時退避場所マップ｣に付きましては、施工箇所の災害として、地すべり活動及び豪雨時の出水が

想定される事から、一次避難ルートして、沢水の影響が小さい集水井北側の微高地に集合する。また、

状況を確認後、二次避難ルートにて志津温泉まで避難する。

｢緊急時退避｣訓練状況

　○地すべり危険個所及び工程の調整(退避の妨げ

　　になる施工箇所など。)

　○緊急時退避場所確認及び現地危険個所確認。

　○災害時を想定して、退避訓練

４. 地すべり区域施工に対する安全対策(ハード面）

｢高い地下水位箇所での作業に対する安全確保｣の対策として、工事用道路全線にわたりコーン指数の

確認を行い、機械施工が安全に出来る方法を検討した。

　１.)Ｎｏ.６付近小池(汚泥堆積)対策

工事用道路においては、大規模地すべり及び小規模地すべりが繰返し起きた事より、コーン指数の低

い汚泥堆積箇所が点在している。
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対策として、施工に先立ち排水ドレーンの施工を行いコーン指数の改善を図った。

○コーン指数測定に基づき、軟弱箇所の抽出 ○排水ドレーン施工

　２.)Ｎｏ.７～Ｎｏ.９法面対策

掘削作業中に、多層地すべり層(写真参考)及び突出しクラックの兆候が見受けられた為、透明シート

にて養生を行い、常時、法面の状況確認及び雨水対策同時行い、盛土施工が安全に出来た。

５. おわりに

施工計画立案の際、｢高い地下水箇所での作業に対する安全確保｣を課題を念頭に置き、施工を行い

ました。

施工中、突出しクラックの兆候が現れ、幾度となく出張所及び事務所に確認していただき、問題点(突

出しクラック)が共有出来たことにより、重大災害が発生する事なくに速やかに対応出来た事に感謝し

ています。

地すべり防止区域での工事施工の難しさを実感経験する事ができ、今後の工事に反映していきます。
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